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～野菜がたっぷり摂れるレシピ～  

『ラタトゥイユ』  
※ラタトゥイユとは、  

   フランス語で、夏野菜の煮込みを意味します。  

【材料（ 4 食分）】  

・なす        100ｇ（１本）  

・玉ねぎ       150ｇ（大 1/2 個）  

・ズッキーニ     150ｇ（１本）  

・赤パプリカ     20ｇ  

・黄パプリカ     20ｇ  

・トマト       200ｇ（１個）  

・にんにく      2ｇ（ 1 かけ）  

・オリーブオイル  12ｇ（大さじ１）  

・塩          ３ｇ（小さじ 1/2）  

・コンソメ       1/2 個（ 2ｇ）  

・こしょう       少々  

・ローリエ        あれば  

【栄養量（一人分）】  

・エネルギー  70Kcal  

・たんぱく質  1 .6ｇ  

・脂質     3 .2ｇ  

・糖質     9 .9ｇ  

・塩分     1 .0ｇ  

【作り方】  

① 材料を 1.5～２ｃｍ角に切る。  

② フライパンにオリーブ油・にんにくを熱し、玉ねぎを中火で炒め

る。  

③ 玉ねぎが透き通ってきたら、ほかの野菜を加えて、全体に、しん

なりするまで炒める。蓋をして３～４分蒸し焼きにする。  

④ ③がしんなりしてきたら、トマト、調味料を入れて、弱火～中火

で煮込む。  

【ポイント】  

 ラタトゥイユは、夏野菜を使った料理ですが、１年を通して手に

入る野菜で代用できます。  

お肉料理やお魚料理のソースとして食べると、野菜とタンパク質

を一度に摂ることができます。  

また、冷やしてもおいしく、水を加えてスープやオムレツの具に

も使えます。  

１  

看護局長  就任のごあいさつ  

看護局長  守澤  さゆり  

 令和４年４月に看護局長に就任いたしました守澤です。微力ですが精一杯務めさ

せていただく所存でございます。  

 

西脇病院看護局は、「一人ひとりの患者様を大切にし、『信頼され、安心される

看護』を提供する」との理念のもと、患者様のニーズに沿った質の高い看護の提供

を目指しています。  

 

 新型コロナウイルス感染症対策については、地域の皆様のご協力に、心から感謝

申し上げます。まだまだ予断を許さない昨今の状況ですが、持てる力を結集し乗り

越えていきたいと考えています。皆様には、ご不便をおかけすることもあるとは思

いますが、引き続きご指導、ご支援よろしくお願いいたします。  

 

 西脇病院は、主に、急性期の医療を提供していますが、地域包括ケア病棟など、

回復期をケアする病棟も有しており、総合的な医療と看護を患者様のニーズに合わ

せて提供できる病院です。  

 

 また、高度な医療やケアに対応するために、看護師の育成にも力を入れていま

す。認定看護師や各種の専門知識を獲得するための支援も積極的に行っています。  

 

地域看護教育研修センターでは、地域の方々と共に学びあう研修を、今年度から

会場と WEB 併用で実施しています。どうぞ、ご利用ください。  

 

最後になりましたが、西脇病院がこれまでも、そしてこれからも患者様とご家族

はもとより、医療・福祉・看護・介護を担う地域の皆様とともにあり、選ばれる病

院であり続けるよう努力してまいります。よろしくお願い申し上げます。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■入院前日電話訪問  

入院支援を行った患者さまに対して、入院前日に電話訪問し主に以下の支援

を行っています。  

１  入院前日までの期間の体調確認  

２  休薬など医師の指示が遵守できているか  

３  書類や必要物品、心身も入院準備が整っているか  

入院支援時にアセスメントした内容をふまえて、お一人お一人に応じた内容

で入院準備ができているか確認させて頂いています。患者さまの体調等をふま

え、短時間で行うよう心掛けています。  

 

■入院当日  

入院前に入院予約患者さま全員の入院までの様子、体調の確認を行っていま

す。コロナ禍であり患者さまへの感染リスクを減らし、患者さまを守るため、

付き添いのご家族の体調確認も行っています。体調の変化や感染の可能性があ

る場合は、主治医に報告、相談し対応しています。  

 

■がん患者支援（専門職との面談）  

悪性腫瘍と診断された患者さまに対して、がん患者の看護に従事した経験を

有する看護師が、診断結果及び治療方法等について、ご本人が十分に理解し、

納得した上で、治療方針を選択できるように、説明及び相談を行っています。

また、身体症状及び精神症状、病状、診療方針、診療計画、日常生活での注意

点等の説明、ご本人が必要とする情報の提供、意思決定支援、他部門との連絡

及び調整等、患者さま・ご家族の心理的不安を軽減するためのケアを行ってい

ます。  

がん告知後の入院支援時に、患者さま・ご家族が辛い気持ちを表出すること

や疑問や不明点を確認されることがあります。お一人お一人の気持ちに寄り添

いながら支援を行っています。  

 

■薬剤師による指導（専門職との面談）  

入院予定患者さまからの聞き取りや、お薬手帳などの情報から、服薬状況、

サプリメントの使用、副作用やアレルギー歴などの確認を行っています。その

中から、薬の相互作用また手術や検査等において、中止の必要がある薬などを

確認し、その情報を他職種と共有することで、患者さまがより安全な入院生活

を送れるように、支援を行っています。  

 

◆地域の先生方、訪問看護ステーション、居宅介護支援事業所の方々へ◆  

日頃は、当院の地域医療推進・連携にご理解とご協力をいただきありがとう

ございます。  

入院支援室では、勤務経験豊富なスタッフが、身体的・社会的視点から状況

を把握し、多種多様な問題を持つ患者さま・ご家族に多職種と協働しながら、

総合的な支援を行っています。  

入院前から退院後まで、切れ目のない医療・看護・介護を行うために、引き

続きご協力をお願いいたします。  

２  

放射線部  部長  火原  宏幸  

放 射 線 部 は 、 診 療 放 射 線 技 師 1 6 名 と 医 療 事 務 補 助 員 ２ 名 が 在

籍 し 、 一 般 撮 影 装 置 ・ マ ン モ グ ラ フ ィ 装 置 ・ C T・ M R I・ R I・ 放 射

線 治 療 装 置 ・ 骨 密 度 装 置 ・ X 線 T V 装 置 ・ 血 管 撮 影 装 置 を 備 え て

い ま す 。  

院 内 さ ま ざ ま な 部 署 と 連 携 し 、 診 療 に 適 切 な 画 像 を 作 成 し 、 診

断 ・ 治 療 の 大 き な サ ポ ー ト と な っ て い ま す 。  

最 近 で は 、 画 像 ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン を 用 い 、 C T や M R I な ど の

ボ リ ュ ー ム デ ー タ を 元 に 画 像 を 再 構 築 し 、 任 意 の 断 面 、 M I P 像 、

３ D 像 な ど の 画 像 処 理 を 行 う こ と が 増 え て い ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 椎 体 の Ｃ Ｔ  

② 冠 動 脈 の Ｃ Ｔ  

③ Ｒ Ｉ 骨 シ ン チ  

④ 脳 血 管 の Ｃ Ｔ  

⑤ 大 腿 骨 頚 部  

骨 折 の Ｃ Ｔ  

 

 

１  ２  
３  

４  

５  

◆  地域の先生方へ  ◆  
CT・MRI・骨密度測定などは、  

当日でも受付ておりますので、患者総合支援センターまで、  

ご連絡ください。  

７  



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

産婦人科  医長  野村
の む ら

 和久
かずひさ

 

 

 

■入院支援とは  

入院支援とは、患者・家族の皆さんが入院前から「入院生活」「退院」「退院

後の生活」をイメージして入院医療が受けられ、早期に住み慣れた地域で、元の

生活に戻れることを目的とした支援です。また、入院支援は、入院・手術・検査

等について、より理解でき、安全性の確保、安心な療養生活、日常生活への早期

回復に繋げます。  

当院では令和 2 年 5 月に「入院支援室」を開設、入院支援を開始しました。  

【主な支援内容】  

・パンフレットに沿った入院当日の持ち物の説明や病室の希望確認  

・入院費用の概算説明  

・診療計画（クリニカルパス）を用いた入院中のスケジュール説明  

・専門職 (薬剤師 ,医療ソーシャルワーカー ,緩和ケア認定看護師等 )による面談  

・病歴や日常生活の様子、不安や疑問などの確認  

・退院に関する問題、栄養状態・誤嚥・褥瘡・転倒の有無の確認  

入院支援によって得られた情報を入院棟や患者総合支援センタースタッフほか

多職種と共有し、入院前から退院後までシームレスに患者さまの生活が支えられ

るよう支援しています。  

現在は、コロナ禍のため、入院前日の電話訪問や入院当日の体調確認を行って

います。  

■入院支援の流れ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６  

入院予約

（外来）

入院支援

（入院支援室）

入院前日

電話訪問

入院当日

（入院支援室）

・入院決定後、

医師が入院支援

を予約  

・入院支援看護

師が入院生活の

説明、病歴や日

常生活の様子な

どを情報収集  

・薬剤師が薬歴

やアレルギーな

どの有無、休薬

指示等を説明  

・必要時、専門

職と面談  

・入院支援看護

師が電話訪問

し、体調確認と

入院準備の状況

を確認  

・入院支援看護

師が体調確認  

・多職種で情報

共有  

非造影の下肢 MRA 
 閉塞性動脈硬化症などの評価には、下肢の CＴ

angiography（CTA）や MRangiography が、用

いられます。  

下肢 CTA は、造影剤を使用し、良好な全下肢

CTA 画像を得ることは容易ですが、腎機能低下な

どで、造影剤を使用できない場合は、心周期にお

ける血流の流れを利用した非造影下肢 MRI の撮影

法を用いることができます。  

（ただし心拍数や不整脈などで、うまく撮影が

できないこともあります。）  

様々な装置 や 撮影法 もあり 、 専門性も高めなが

ら、幅広い技術を習得し、診療に有用な画像を提供

していけるよう日々奮闘しています。  

３  

放射線治療のご紹介  
放射線治療装置は、米国バリアン社製の「トゥルービーム」という汎用

のリニアックとしては、最高峰の治療装置になります。  

従来の装置と比べて、  

１  照射装置を回転させながら I M R T
    ※１）

を行えるため、治療にかかる時

間を短縮することができます。  

※１）強度変調放射線治療（ IMRT）：  

コンピューターを利用して、腫瘍に放射線を集中させる高度  

な照射方法。  

2 従来の治療器より高速に X 線ビーム出力を行うので、時間のかかる

定位放射線治療も短時間で行うことができるため、患者さんの負担を

減らすことができます。  

3 治療装置に CT 機能が搭載されており、目標を確認しながら治療が

行えるため、毎回精度の高い位置合わせが可能になります。  

4 治療位置の合わせこみを、専用の X 線撮影装置と６軸方向に動く治

療ベッドで行うことで、より正確にできます。  

5 呼吸と同期して治療が行えるため、より高精度の治療が行えます。  

上記のように、優れた点が、たくさんあります。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 4 

近年、高齢化により、骨折や寝たきり、低栄養から起こるサルコぺニア (痩せ )

フレイル（虚弱）、認知症などが課題となっています。  

糖尿病や高血圧症などの生活習慣病に加え、これらの疾患も、食生活を含めた

生活習慣が影響してます。より早い段階から食生活の改善（適正な食事療法）を

行い、疾病の予防及び治療を支援することが私たち管理栄養士の役割と考えてい

ます。  

当院には、糖尿病療養指導士（兵庫県）、がん病態栄養管理栄養士、ＮＳＴ専

門療法士の認定資格を取得した管理栄養士が在籍し、糖尿病・腎臓病教育チーム

緩和ケアチームや栄養サポートチームなどにおいて、多職種と連携し、質の高い

医療サービスを提供しています。  

月～金曜日（ 9： 30～ 15： 30 

30 分ごとの予約制）  

・外来栄養指導  

・糖尿病透析予防指導  

・糖尿病合併症外来  

・入院栄養指導  

当院 の 栄 養指 導 は 、 外 来 ・入 院 とも

に、糖尿病や 慢 性腎不全（Ｃ Ｋ Ｄ）に

対する栄養指 導 の割合が多く を 占めて

います。  

糖尿 病 の 栄養 指 導で は 、 従来 型 のカ

ロリー制限に 加 え、１型の糖 尿 病患者

に対してカー ボ カウントの指 導 も行っ

ています。ま た 、糖尿病合併 症 外来で

は、地域の医 療 機関からご紹 介 いただ

いた患者さま へ 、栄養指導を 行 ってい

ます。  

腎機 能 低 下を 予 防す る 食 事療 法 は、

早期から介入 す ることで 、透 析 を回避

する可能性が高まります。  

また 、 高 齢者 の タン パ ク 質制 限 は 、

フレイルを助 長 させる危険性 が あり、

適切な栄養指 導 のもと行うこ と が大切

です。  

その 他 、 認知 症 疾患 医 療 セン タ ー外

来と連携し、 認 知症の患者様 と そのご

家族様を対象 に した栄養相談 も 実施し

ています。  

糖尿病と腎臓病の教育入院では、医師・

看 護 師 ・ 薬 剤 師 ・ 管 理 栄 養 士 な ど 多 職 種

で、指導を実施しています。  

 

・糖尿病教育入院：第 1 月曜日～  

・腎臓病教育入院：第 3 月曜日～  

・糖尿病教室：第４金曜日  

・妊産婦教室：偶数月の第１金曜日  

 

※現在、コロナ感染予防のため、  

糖尿病教室、妊産婦教室は中止しています。  

◆  地域の先生方へ  ◆  

栄養指導は、予防医療の一環です。  

特に、内服治療では限界のある病態においては、早期に栄養指導を

介入することにより、病態の進行を抑制することが期待できます。  

また、生活習慣病のほかに、高齢者のフレイル予防や認知症予防、

がん・低栄養の相談も行っていますので、お気軽にご紹介ください。  

 

野菜には、糖質・脂質の代謝に関わるビタミンＢ群が豊富に

含まれています。また、野菜に含まれる食物繊維は、便通を改

善する作用のほかに、血糖値の急な上昇を抑制する効果や血清

コレステロールの増加を防ぐ効果があります。朝食・昼食・夕

食と、毎食とることで、肥満の予防や血糖コントロールにつな

がります。野菜に加えて、きのこ・海藻なども積極的にとるこ

とをお勧めします。  

８ページに“野菜がたっぷり摂れるレシピ”を掲載しています  

】  


